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拳銃等に関する情報をお寄せ下さい！
　皆様の情報が暴力団を追放し、安全で安心して暮らせる
福岡県を実現するために必要です。ご協力をお願いします。
●知り合いの男が拳銃を持っている。
●近所にあやしい拳銃マニアがいる。
●暴力団員風の者が空き家や空き地、倉庫等に出入
　りし、何かを隠している。
などの情報は、迷わずご連絡下さい。

　実名・匿名を問わず、あなたの情報により拳銃その他の銃器
が押収され、かつ被疑者が検挙されたとき、状況に応じて報
奨金が支払われる制度です。
【通報は、全国共通フリーダイヤル】

0120-10-3774
※原則として、通報者の発信地域を管轄
　する都道府県警察が受け付けます。

あなたの情報が、拳銃根絶につながります。
拳銃110番報奨制度

じゅう      み   な   な   し

　昨年の県内の発砲事件の発生は、１件(12月20日、北九州市若松区内）で、前年
に比べ３件減少しました。
　拳銃等の押収丁数は、15丁で、前年に比べ13丁減少しました。

　昨年11月末現在の県内の薬物乱用者の検挙人員は、861人
(麻薬特例法２人を含む)で、前年同期の942人と比べ81人減
少し、覚せい剤関係も85人減少しています。一方で、ＭＤＭＡや
脱法ドラッグ等と言われている薬物の乱用が急増しています。
　近年では若年層による薬物乱
用が一層拡大し、「一度だけなら」
という軽い気持ち、遊び感覚で使
用する若者が多くなっています。

　薬物は、乱用すると依存症となり、止められなくなります。幻覚、妄想等の精神
障害に陥り、凶悪な犯罪や重大な交通事故を引き起こすことがあります。
　近年、「合法･脱法」「試薬･ハーブ」「ダイエットの薬」等と言った手口で誘われ、
乱用するケースが多くなっています。強い勇気をもって、きっぱりと断りましょう。
①脳に悪影響を及ぼし、「心」と「身体」をコントロールする
　ことができなくなります。
②自分の意志では止められなくなり、乱用する回数が多く
　なります。
③薬物乱用により凶悪な事件を引き起こすことがあります。
④薬物欲しさに罪を犯すようになります。
⑤薬物は「使用する」ことはもちろん、「持っていること」
　「他人に渡すこと」も法律で禁止されています。

平成26年 最優秀
九州産業大学附属九州高校３年
小田切 遥さんの作品

違法銃器根絶ポスター

県内の発砲事件と拳銃等押収丁数

麻薬・覚せい剤等の薬物の恐ろしさ‼

福岡県内の薬物乱用の実態 身近に潜む薬物の罠・・・薬物は「ダメ。ゼッタイ」

覚せい剤等薬物事犯の検挙人員(暫定値)

全薬物 覚せい剤 大麻 その他の薬物
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銃器犯罪のない安全な社会をめざそう‼「ＮＯ！ＧＵＮＳ」

拳銃などの
違法銃器を根絶
しましょう！
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万引きは　しない　させない　見逃さない

(2) ふくお かふくお か防 犯防 犯

１
ペ
ー
ジ
か
ら
つ
づ
く

毎年２月は「情報セキュリティ月間」
サイバー犯罪に気をつけよう！

～万引きは しない させない 見逃さない～
万引きは犯罪です！

インターネットバンキングを狙った不正送金
事件が多発しています！ 注意してくたさい‼

【認知件数(平成２５年１１月末現在)暫定値】
●全　国　１，１２５件 被害総額 約１１億８，４００万円
●福岡県　　　３３件 被害総額 約２，８００万円

自転車盗が多発しています！！
　　       確実な保管と２重ロックを！
　自転車盗が多発しています。県内の平成25年11月末
現在の認知件数（暫定値）は、13，579件で前年同期と
比べ263件（＋２．０％）増加しています。

　政府は、毎年２月を「情報セキュリティ月間」として
定めています。情報セキュリティは、コンピューターウ
イルスやサイバー犯罪などのインターネット上の危険
から身を守るための知識です。
　情報セキュリティに無関心なままでパソコンやス
マートフォンを使い続けていると、いつ被害に遭うか
わかりません。一人ひとりが正しい知識を身につける
ことが必要です。

　万引きの認知件数は、平成25年11月末現在（暫定
値）では5，786件で、前年同期の6，418件に比べ、
362件(５．９％)減少していますが、依然として、刑法
犯認知件数の約１割近くを占めています。
　検挙人員では、成人や高齢者が占める割合が高くなっ
ており、万引きは子どもだけの犯罪ではない現状です。

●万引きの背景には「規範意識の低下」や「地域の絆
　の希薄化」など、社会的な問題があります。
●「万引きはしない、させない、見逃さない」という社
　会環境を確立することが大切です。
●警察や自治体、関係業界･団体、家庭、学校、地域住民
　等の連携を深めるなど総合的な取り組みが必要です。

　インターネットバンキングの正規利用者のＩＤ・パ
スワードを盗み取って、インターネットバンキング
に不正アクセスし、正規利用者の口座から他人の
口座へ不正送金する事案が多発しています。十分注
意が必要です。

　インターネットバンキング
利用者に対し、金融機関を
装った電子メールを送り、「セ
キュリティ向上のため」「システム障害発生」等と偽り、
メールに添付された画面又はあらかじめ開設してお
いた偽サイト上で、ＩＤ･パスワード及び第２パスワード
用の乱数表等を入力させるもの。

　ＩＤ・パスワード等の入力を求める不審なメールが
きたときは、メールに記載されたＵＲＬを開くので
はなく、利用している正規のサイトに直接アクセス
するか、銀行に直接確認しましょう。

～自転車盗の犯人からの教訓～
　昨年、高級自転車を中心に盗みを繰り返して逮捕さ
れた無職の男(53歳)は、「防犯登録をしていたり、頑丈
なカギが付いている自転車は盗みづらかった」と供述
し、それを自ら実行し、犯行に使っていた自転車を太く
て大きなチェーンロックで移動できないものとつなぐ
など、盗まれないよう工夫していたとのことでした。
防犯ポイント
●自転車は道路上に放置することなく、駐輪場など
　確実に管理するところに止めましょう。
●カギは、２重ロックを心がけましょう。
●自転車防犯登録をしましょう(義務化)。

　自転車防犯登録制度は、都道府県単位で
行われています。自転車販売店(新車)や交
番、地区防犯協会ですることができます。
※中古自転車の登録は、所有者が本人であ
　ることの証明が必要な場合があります。

　平成13年２月17日（土）ころ、福岡市東区若宮５丁
目の閑静な住宅街にある金丸金次郎さん方におい
て、金丸金次郎さん（当時81歳）と妻の愛子さん（当
時73歳）が何者かに殺害されるという強盗殺人事件
が発生しました。懸命な捜査にも関わらず有力な情
報がなく、事件は未解決になっています。
　この事件に関して、
　　★知っていること。
　　★気づいたこと。思い当たること。
　　★気になること。
など、情報をお寄せ下さい。ご協力をお願いします。

東区若宮の老夫婦強盗殺人事件
県警からのお願い！　情報をお寄せ下さい‼

情報はこちらまで！
連絡先　東警察署刑事第一課
（092）643-0110（内線330）

国道３号線

JR千早駅

約800ｍ

JR鹿児島本線

万引き〇を目指しましょう！
ゼロ

インターネットバンキングの利用者のみなさんへ！

フィッシングによる手口の例

時効廃止
逃げ得は許さない‼

システム
障害

万引きの認知件数
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次世代への架け橋　安全･安心を担う　学生防犯ボランティア！　
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　平成25年11月９日（土）北九州市小倉北区「北九州国
際会議場」において、福岡県、福岡県警が主催し、北九州市
が共催する「非行からの立ち直り支援県民フォーラム」が
開催され、約400名が参加しました。
　小川福岡県知事のあいさつにはじまり、長年にわたり
青少年の健全育成に取り組んでいる団体に対する顕彰式
が執り行われました。
　講演では、ＮＰＯ法人 ＳＦＤ21ＪＡＰＡＮ 理事長 小野本
道冶氏による「いいかげんの居場所づくり アームレスリング
でつなぐ～Soul・Friends・Dreams～」をテーマとして、
アームレスリングを通じて少年少女の居場所づくりに奮
闘した日々の体験をもとに講話がありました。
　次に、中村学園大学教育学部 佐々木美智子教授をコーディ
ネーターに、行政や関係団体の代表者をパネリストとして、
「立ち直りに向けた大人、地域、行政の役割を考える」を
テーマにパネルディスカッションが行われました。また、音
楽隊による演奏もあり、大きな盛り上がりをみせました。
　参加者は、社会全体で少年の立ち直りを支援する必要
性について認識を深めるとともに、一層、少年非行防止
と健全育成に取り組むことを誓いました。
　

青少年の非行防止と健全育成を願って‼
「非行からの立ち直り支援県民フォーラム」の開催

　平成25年12月７日(土)、
８日(日)、宗像市の「グロー
バルアリーナ」において、福
岡県警、佐賀県警主催、(公
社)福岡県防犯協会連合会の
後援による「学生ボランティ
アサミット2013」を開催しました。この学生ボラン
ティアサミットは、各学生ボランティア団体のリー
ダー等が一堂に会し、相互の情報交換と交流を深
め、活動をより有意義なものへと発展させることを
目的として開催するもので、福岡県８校及び佐賀県
２校の10大学から、約50名が参加しました。
　研修は、参加した各学生防犯ボランティア団体の
紹介にはじまり、次に、福岡県安全安心まちづくりア
ドバイザーの濱砂清氏による基調講演、団体運営上
の課題と対策等をテーマとしたワークショップを行
いました。
　参加した学生は、相互の交流を深め、学生ボラン
ティアの意義、役割を再認識するなど有意義なもの
となりました。

若い力と情熱で
安全･安心な地域社会をつくろう！

「学生ボランティアサミット２０１３」を開催


